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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼファミリーのメンバーです。このキナーゼは、MAPキナーゼシグナル伝達経路に関与するキナーゼ（MAPK7およびMAP2K4を含む）を優先的に活性化します。このキナーゼは、IκBキナーゼ（IKK）を直接リン酸化して活性化することが示されており、NF-κBシグナル伝達経路において役割を果たしています。また、このキナーゼはプロテインキナーゼC関連キナーゼ2（PRKCL2/PRK2）に結合して活性化することも明らかになっており、PRKCL2を介したシグナル伝達プロセスへの関与が示唆されています。
	研究分野
	シグナル伝達
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	MEKK2 抗体を使用した HeLa 溶解物中の MEKK2 のウエスタン ブロット分析。
	

	MEKK2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト甲状腺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

